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書
類
な
ど
の
保
管
の
件
は
免
罪
に

照
明
も
落
と
さ
れ
た
。

　

６
時
間
以
上
に
及
ぶ
中
断

後
、
審
議
が
再
開
さ
れ
た
。

投
票
結
果
は
、
賛
成
５
０
、

反
対
２
６
、
棄
権
１
と
余
裕

を
持
っ
て
の
可
決
だ
っ
た
。

　

既
存
の
労
働
法
に
１
０
０

以
上
の
改
正
を
加
え
た
新
法

は
テ
メ
ル
大
統
領
の
裁
可

待
ち
と
な
り
、
裁
可
か
ら

１
２
０
日
後
に
施
行
さ
れ

る
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
、
同
法

案
が
上
院
で
修
正
さ
れ
、
下

院
再
審
議
と
な
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
可
決
後
に
項
目
別

拒
否
権
行
使
、
暫
定
令
（
Ｍ

Ｐ
）
発
令
な
ど
で
、
内
容
の

調
整
を
行
う
と
約
束
し
、
今

回
の
可
決
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

し
か
し
、
下
院
で
は
同
大

統
領
へ
の
告
発
受
理
、
裁
判

開
始
の
是
非
を
問
う
手
順
が

進
行
中
で
、
こ
れ
が
通
っ
て

　

１
２
日
、
パ
ラ
ナ
州
連
邦
地
裁
の
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
判
事
が
ル
ー
ラ
元
大
統
領

に
対
し
、
聖
州
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
の
高
級
三
層
住
宅
を
介
し
た
収
賄
容
疑
で
、
９
年

６
カ
月
の
実
刑
判
決
を
下
し
た
。
１
２
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

る
と
の
理
由
で
パ
ラ
ナ
州
連

邦
地
裁
に
回
さ
れ
た
。

　

こ
の
際
、
ジ
ウ
マ
前
大
統

領
が
ル
ー
ラ
氏
を
官
房
長
官

に
指
名
し
、
地
裁
管
轄
を
逃

れ
よ
う
と
し
た
と
の
疑
惑
で

国
が
パ
ニ
ッ
ク
と
な
っ
た
。
こ

の
指
名
は
ジ
ウ
マ
大
統
領
の

罷
免
の
間
接
的
要
因
と
も

な
っ
た
。

　

ル
ー
ラ
氏
弁
護
側
は
「
Ｏ

Ａ
Ｓ
社
に
は
提
供
で
き
る
よ

う
な
物
件
が
な
か
っ
た
」「
住

宅
の
所
有
者
は
ル
ー
ラ
氏
で

は
な
い
」「
Ｏ
Ａ
Ｓ
は
住
宅
の

財
政
的
権
利
を
２
０
１
０
年

に
連
邦
貯
蓄
銀
行
の
フ
ァ
ン

ド
に
委
譲
し
て
い
る
」
な
ど

の
根
拠
で
ル
ー
ラ
氏
無
罪
を

主
張
し
て
い
た
。

　

だ
が
モ
ロ
判
事
は
「
元
大

統
領
は
自
分
の
名
義
を
使
わ

ず
、
金
銭
を
媒
介
し
な
い
形

で
、
自
身
と
夫
人
（
１
７
年

２
月
死
去
）
に
恩
恵
を
受
け

よ
う
と
し
た
」
と
し
、「
き
わ

め
て
複
雑
で
、
多
岐
に
わ
た

り
様
々
な
工
作
を
行
っ
た
犯

行
」
と
し
、
９
年
６
カ
月
の

実
刑
判
決
を
下
し
た
。

　

ま
た
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
社
の
レ
オ・

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
市

長
が
、
任
期
末
の
２
０
２
０

年
ま
で
に
バ
ス
専
用
道
路
を

７
２
キ
ロ
拡
張
す
る
計
画
を

発
表
し
た
。
計
画
は
東
部
、

南
部
、
西
部
に
集
中
し
て
お

り
、
前
の
ハ
ダ
ジ
市
政
で
計

画
さ
れ
て
い
た
が
、
未
だ
完

成
し
て
い
な
か
っ
た
中
央
部

ピ
ニ
ェ
イ
ロ
元
社
長
、
元
専

務
の
ア
ジ
ェ
ノ
ー
ル
・
フ
ラ
ン

ク
リ
ン
・
メ
デ
イ
ロ
ス
両
被

告
に
も
実
刑
判
決
が
下
さ
れ

た
。

　

た
だ
、
ル
ー
ラ
研
究
所
所

長
の
パ
ウ
ロ
・
オ
カ
モ
ト
氏

や
Ｏ
Ａ
Ｓ
社
の
他
の
被
告
の

贈
収
賄
容
疑
や
資
金
洗
浄
容

疑
は
、
証
拠
不
十
分
で
無
罪

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
ル
ー
ラ

氏
に
関
し
て
も
、
荷
物
の
運

送
費
や
保
管
経
費
に
関
し
て

は
無
罪
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
判
決
は
ま
だ
１
審

目
で
控
訴
が
可
能
な
た
め
、

ル
ー
ラ
氏
は
現
時
点
で
は
逮

捕
さ
れ
な
い
が
、
２
審
で
有

罪
と
な
れ
ば
逮
捕
さ
れ
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
現
在
世
論
調

査
で
同
氏
が
圧
倒
的
な
支
持

グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
の
疑
惑
住
宅
の
件
で

し
ま
う
と
、
テ
メ
ル
大
統
領

は
停
職
と
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
大
統
領
は
、
拒
否
権
行

使
を
含
む
裁
可
や
Ｍ
Ｐ
発
令

を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

企
業
家
中
心
に
支
持
を
得

た
労
働
法
改
正
案
は
、「
雇

止
、
労
働
訴
訟
発
生
を
抑
え

る
項
目
、
労
働
高
裁
の
判
決

に
制
限
を
加
え
る
項
目
、
有

給
休
暇
の
分
割
取
得
、
自
宅

勤
務
の
法
的
定
義
と
規
範
な

ど
が
定
め
ら
れ
た
。
通
勤
時

間
や
昼
食
休
憩
、
就
労
準
備

ｄ
ｏ
Ｂ
）
ら
が
議
長
卓
を
占

有
し
、
エ
ウ
ニ
シ
オ
・
オ
リ

ヴ
ェ
イ
ラ
議
長
（
民
主
運
動

党
・
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
が
議
事
進

行
中
断
を
宣
言
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
も
野
党
議
員
た
ち

は
議
長
卓
に
留
ま
り
続
け
た

た
め
、
議
員
た
ち
は
本
会
議

場
か
ら
退
出
、
本
会
議
場
の

　
【
既
報
関
連
】
労
働
法
改

正
法
案
の
上
院
本
会
議
採
決

が
１
１
日
に
行
わ
れ
、
賛
成

５
０
、
反
対
２
６
、
棄
権
１

の
賛
成
多
数
で
可
決
し
た

と
、
１
２
日
付
伯
字
各
紙
が

報
じ
た
。

　

同
日
の
上
院
本
会
議
は
、

午
前
１
１
時
の
開
始
早
々
、

採
決
阻
止
を
試
み
る
野
党
の

グ
レ
イ
シ
ー
・
ホ
フ
マ
ン
上

議（
労
働
者
党
・Ｐ
Ｔ
）、ヴ
ァ

ネ
ッ
サ
・
グ
ラ
ッ
ツ
ィ
オ
ッ

チ
ン
上
議
（
共
産
党
・
Ｐ
Ｃ

野
党
議
員
が
一
時
議
長
卓
占
拠

テ
メ
ル
告
発
を
全
力
阻
止
へ

法
案
は
大
統
領
の
裁
可
待
ち

時
間
の
扱
い
も
変
わ
る
。

　

法
案
に
は
あ
る
が
、
拒
否

さ
れ
る
見
込
み
な
の
は
、
時

間
区
切
り
で
の
労
働
契
約
を

認
め
る
条
文
と
、
妊
婦
や
授

乳
中
の
母
が
望
め
ば
、
健
康

的
で
は
な
い
環
境
で
の
労
働

を
認
め
る
条
文
だ
。
ま
た
、

労
組
の
反
発
が
大
き
い
組
合

税
廃
止
は
、
一
度
に
全
廃
せ

ず
、
段
階
的
に
廃
止
す
る
よ

う
、
周
囲
か
ら
大
統
領
に
は

助
言
が
さ
れ
て
い
る
。

　

労
働
法
改
正
案
の
議
会
通

過
は
、
未
だ
テ
メ
ル
政
権
に

改
革
を
進
め
る
余
力
が
残
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
が
、

さ
ら
に
大
き
な
課
題
で
あ
る

社
会
保
障
制
度
改
革
は
、
全

議
員
の
６
割
以
上
の
賛
成
が

上
下
両
院
で
２
回
ず
つ
必
要

な
た
め
、
承
認
は
困
難
だ
と

見
ら
れ
て
い
る
。

の
ア
ブ
レ
ウ
・
エ
・
リ
マ
製

油
所
の
建
設
な
ど
の
契
約
を

得
た
。

　

Ｏ
Ａ
Ｓ
は
ル
ー
ラ
氏
に
対

し
、
聖
州
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
の
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
内
に
あ
っ
た
、

故
マ
リ
ー
ザ
夫
人
が
購
入
権

を
持
っ
て
い
た
一
般
住
宅
の
代

わ
り
に
、
よ
り
高
額
な
三
層

住
宅
を
取
り
分
け
、
購
入
価

格
の
差
額
分
と
そ
の
改
修
費

な
ど
、
計
２
７
６
万
レ
ア
ル

（
別
記
事
で
は
２
２
０
万
レ

ア
ル
以
上
）
の
贈
賄
を
行
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ラ
氏
は
同
件
と
、
大

統
領
官
邸
か
ら
運
び
出
さ

れ
た
荷
物
の
保
管
料
な
ど

１
３
１
万
レ
ア
ル
の
収
賄
罪

と
で
２
０
１
６
年
３
月
に
聖

州
検
察
局
に
逮
捕
請
求
さ
れ

た
。
だ
が
、
同
件
は
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
に
関
連
し
て
い

採決実施阻止のため、議長卓を占有した野党議員たち
（Lula Marques/AGPT）

モロ判事とルーラ氏（Arquivo/Agência Brasil）

２
審
で
有
罪
な
ら
大
統
領
選
失
格

連 立 与 党

率
を
得
て
い
る
１
８
年
大
統

領
選
も
出
馬
不
能
と
な
る
。

　

ル
ー
ラ
氏
に
関
す
る
裁
判

は
、
モ
ロ
判
事
の
管
轄
の
も

の
が
あ
と
二
つ
。
連
邦
直
轄

区
地
裁
で
も
３
件
の
裁
判
が

控
え
て
い
る
。

北
部
や
極
南
部
の
専
用
レ
ー

ン
計
画
の
引
継
ぎ
は
、
新
計

画
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
。

地
元
紙
は
早
速
、
前
の
ハ
ダ

ジ
市
長
が
１
５
０
キ
ロ
の
設

置
を
約
束
し
、
４
２
キ
ロ
に

留
ま
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ

の
前
の
カ
サ
ビ
市
長
が
６
６

キ
ロ
の
設
置
を
約
束
し
て

１
１
・
８
キ
ロ
に
留
ま
っ
た
こ

と
を
挙
げ
、
ド
リ
ア
市
長
は

７
２
キ
ロ
全
て
を
完
成
で
き

る
か
と
い
う
意
地
悪
な
記
事

を
掲
載
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
サ
ン
バ
連
盟
は
１
１

日
、来
年
の
聖
市
カ
ー
ニ
ヴ
ァ

ル
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の

パ
レ
ー
ド
出
走
順
抽
選
会
を

行
っ
た
。
今
年
優
勝
の
ア
カ

デ
ミ
コ
ス
・
ド
・
タ
ト
ゥ
ア
ペ

は
、
初
日
の
２
月
９
日
（
金
）

５
番
手
だ
。
初
日
は
タ
ト
ゥ

ア
ペ
と
６
番
手
の
ロ
ー
ザ
ス
・

デ
・
オ
ウ
ロ
、
２
日
目
は
２

番
手
イ
ン
ペ
リ
オ
、
３
番
手

モ
シ
ダ
ー
デ
・
ア
レ
グ
レ
、

４
番
手
ヴ
ァ
イ
・
ヴ
ァ
イ
な

ど
が
注
目
だ
。
気
に
な
る
の

は
２
日
目
５
番
手
に
ガ
ヴ
ィ

オ
ン
エ
ス
、
６
番
手
に
ド
ラ

ゴ
ン
エ
ス
と
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
サ
ポ
ー
タ
ー
系
エ
ス
コ
ー

ラ
が
連
続
で
パ
レ
ー
ド
す
る

こ
と
だ
。
く
れ
ぐ
れ
も
平
和

な
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
て
欲
し

い
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
年
に
入
っ
て
就
学
日（
学

校
で
通
常
の
授
業
が
あ
る
べ

き
日
）
が
１
０
０
日
経
過
し

た
が
、
リ
オ
市
の
市
立
校
で

は
、
暴
力
事
件
の
た
め
に
少

な
く
と
も
１
校
で
授
業
の
中

断
が
起
き
た
日
数
が
９
３
日

に
及
ん
で
い
る
。
リ
オ
市
内

で
は
市
立
校
の
２
５
％
に
当

た
る
３
８
１
校
が
銃
撃
戦

発
生
な
ど
の
理
由
で
休
校
に

な
っ
た
。
影
響
を
受
け
た
児

童
、
生
徒
は
１
２
万
９
千
人

を
数
え
る
と
い
う
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
保
護
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
と
全
国
商
店
主

連
合
（
Ｃ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
が
１
１

日
、
今
年
１
〜
６
月
の
債
務

不
履
行
者
は
昨
年
同
期
比
で

０
・
８
４
％
増
え
、
５
９
８

０
万
人
と
な
っ
た
と
発
表
し

た
と
同
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・

ブ
ラ
ジ
ル
が
報
じ
た
。

　

債
務
不
履
行
者
と
は
、
銀

行
融
資
な
ど
を
受
け
た
が
、

失
業
そ
の
他
の
理
由
で
返
済

期
日
を
過
ぎ
て
も
債
務
を
支

払
え
な
い
人
を
さ
す
。

　

今
年
上
半
期
の
債
務

不
履
行
者
は
昨
年
同
期
の

５
９
１
０
万
人
よ
り
７
０
万

人
増
え
た
が
、
１
５
年
上
半

期
か
ら
１
６
年
上
半
期
に
か

け
て
は
３
・
２
１
％
増
え
た
の

に
比
べ
、
増
加
率
は
鈍
っ
た
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
よ
る
と
、

１
５
年
末
か
ら
１
６
年
初
頭

に
か
け
て
の
債
務
不
履
行
は

約
５
％
増
え
て
お
り
、
０
・

８
４
％
な
ら
安
定
し
た
状
態

と
い
え
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
６
月
だ
け
見
た

場
合
の
債
務
不
履
行
は
昨
年

同
月
よ
り
０
・
８
３
％
減
っ

て
お
り
、
前
月
比
で
も
０
・

６
４
％
減
っ
た
。

　

た
だ
し
、
返
済
遅
れ
の
負

債
額
は
昨
年
同
月
比
で
５
・

３
４
％
減
っ
て
い
る
。
負
債

額
が
最
も
減
っ
た
の
は
通
信

部
門
の
１
３
・
１
３
％
で
、

商
業
は
４
・
４
６
％
、
銀
行

も
２
・
５
７
％
減
っ
た
。
電

気
代
や
水
道
代
な
ど
の
基
本

サ
ー
ビ
ス
も
、
負
債
額
が
１
・

１
８
％
減
っ
て
い
る
。

　

６
月
現
在
で
債
務
不
履
行

額
最
多
は
銀
行
で
、
全
体
の

４
８
・
５
４
％
。
以
下
、
商

業
関
係
２
０
・
４
２
％
、
通

信
部
門
１
３
・
８
１
％
、
水

道
代
や
電
気
代
７
・
９
６
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

年
代
別
の
債
務
不
履

行
率
は
３
０
〜
３
９
歳

５
０
・４
４
％（
１
７
２
０
万

人
）、
４
０
〜
４
９
歳
４
７
・

７
９
％
、
２
５
〜
２
９
歳

４
６
・
５
８
％
で
、
１
９
〜

９
５
歳
の
債
務
不
履
行
率
は

３
９
・６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
、
経
済
や
消

費
の
回
復
は
ゆ
っ
く
り
だ
か

ら
、
債
務
不
履
行
増
加
は

抑
制
さ
れ
る
が
、
当
面
は
約

６
千
万
人
が
債
務
不
履
行
の

状
態
が
続
く
と
見
て
い
る
。

　

下
院
憲
政
委
員
会
（
Ｃ
Ｃ

Ｊ
）
で
の
テ
メ
ル
大
統
領
へ

の
収
賄
容
疑
で
の
告
発
受
け

入
れ
阻
止
の
た
め
、
連
立
与

党
の
主
要
４
党
が
全
力
を
挙

げ
て
対
策
を
練
っ
て
い
る
。

１
２
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
１
１

日
、
自
身
へ
の
告
発
に
関
す

る
下
院
で
の
判
断
が
ど
う
い

う
結
果
で
も
、「
そ
れ
に
従

う
」
と
の
見
解
を
述
べ
た
。

　

だ
が
、
テ
メ
ル
大
統
領
の

民
主
運
動
党
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

や
進
歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）、
共
和

党
（
Ｐ
Ｒ
）、
社
会
民
主
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
の
４
党
代
表
は

１
２
日
に
会
議
を
開
き
、
大

統
領
の
告
発
受
け
入
れ
阻
止

に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
。
４

党
の
下
議
は
１
８
５
人
で
、

全
員
が
大
統
領
告
発
を
拒
否

す
れ
ば
、
下
議
全
体
の
３
分

の
１
（
１
７
２
人
）
を
上
回

り
、
告
発
は
成
立
し
な
い
。

　

そ
れ
に
加
え
、
こ
れ
ら
４

党
は
、
同
じ
連
立
与
党
の
ブ

ラ
ジ
ル
共
和
党
（
Ｐ
Ｒ
Ｂ
）

と
ブ
ラ
ジ
ル
労
働
党
（
Ｐ
Ｔ

Ｂ
）
に
も
告
発
阻
止
を
求
め

て
い
る
。
こ
の
勢
力
が
加
わ

れ
ば
、
さ
ら
に
４
０
票
獲
得

が
見
込
め
る
。

　

ま
た
、
下
院
全
体
の
投
票

に
入
る
前
に
行
わ
れ
る
Ｃ
Ｃ

Ｊ
で
、報
告
官
の
セ
ル
ジ
オ
・

ス
ヴ
ェ
イ
テ
ル
下
議
（
Ｐ
Ｍ

Ｄ
Ｂ
）
が
下
し
た
「
告
発

を
受
け
入
れ
る
」
と
の
パ
レ

セ
ー
ル
（
見
解
）
を
無
効
に

す
る
対
策
に
も
与
党
側
は
動

い
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｊ
の
投
票
で
、
６
６

人
中
３
４
人
が
反
対
す
れ
ば

報
告
官
を
選
び
な
お
す
。
な

お
、
Ｃ
Ｃ
Ｊ
に
は
１
１
日
、

下
議
８
人
の
名
前
で
別
の
見

解
書
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。

議
会
は
１
８
日
か
ら
休
会
と

な
る
が
、
大
統
領
は
休
会
前

に
本
会
議
で
の
審
議
を
終
え

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
、

　

Ｃ
Ｃ
Ｊ
に
は
野
党
議
員
が

１
７
人
お
り
、
あ
と
１
７
人

が
告
発
受
け
入
れ
に
賛
成
す

れ
ば
ス
ヴ
ェ
イ
テ
ル
氏
の
パ

レ
セ
ー
ル
は
承
認
さ
れ
る
。

与
党
離
脱
が
囁
か
れ
て
い
る

民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）

は
、
７
人
の
委
員
の
内
６
人

が
受
け
入
れ
に
賛
成
す
る
意

向
を
表
明
し
て
い
る
。

　

与
党
側
は
既
に
、
Ｐ
Ｒ
の

６
人
中
５
人
を
筆
頭
に
、
Ｃ

Ｃ
Ｊ
委
員
２
０
人
を
大
統
領

支
持
派
に
切
り
替
え
る
な
ど

の
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

１
２
日
朝
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ

党
首
の
ロ
メ
ロ
・
ジ
ュ
カ
ー

上
議
が
、
同
党
下
議
が
テ
メ

ル
大
統
領
の
告
発
を
認
め
る

投
票
を
行
っ
た
ら
罰
則
を
適

用
す
る
と
発
表
し
た
。
前
述

の
会
議
の
政
党
も
同
様
の
対

策
を
採
り
そ
う
だ
。

　

下
院
Ｃ
Ｃ
Ｊ
で
は
１
２
日

か
ら
、
委
員
、
補
欠
、
下
議

希
望
者
、
政
党
リ
ー
ダ
ー

の
総
勢
１
７
２
人
が
、
総
計

４
０
時
間
に
も
及
ぶ
見
解
発

表
を
は
じ
め
て
い
る
。

　

リ
オ
州
政
府
機
関
、
公
共

保
安
研
究
所
（
Ｉ
Ｓ
Ｐ
）
の

発
表
に
よ
る
と
、
２
０
０
２

年
か
ら
１
７
年
ま
で
の

１
５
年
間
に
、
リ
オ
市
で
は

３
万
３
８
８
２
人
が
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
る
事
が
分
か
っ

た
。
１
１
日
付
伯
字
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。

　

行
方
不
明
は
主
に
市
内
西

部
か
、
ボ
ン
ス
セ
ッ
ソ
地
区
で

発
生
し
て
い
る
。

　

リ
オ
州
検
察
局
は
、
同
州

内
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
人

の
７
割
は
男
性
で
、
３
５
〜

６
４
歳
の
年
齢
層
が
最
も
多

い
と
し
て
い
る
。

　

今
年
４
月
ま
で
の
数
字
を

警
察
署
ご
と
に
見
る
と
、
リ

オ
市
西
部
の
カ
ン
ポ
・
グ
ラ

ン
デ
の
３
０
８
８
人
、
サ
ン

タ
ク
ル
ス
の
２
３
６
５
人
、

バ
ン
グ
ー
の
２
２
４
９
人
、

タ
ク
ァ
ラ
の
２
０
２
４
人
、

同
市
北
部
の
ボ
ン
ス
セ
ッ
ソ
の

１
７
１
４
人
が
上
位
５
位
ま

で
を
占
め
た
。
こ
れ
ら
５
地

区
の
行
方
不
明
者
の
総
計
は

１
万
１
４
３
１
人
で
、
リ
オ

市
全
体
の
３
分
の
１
を
超
え

る
。

　

行
方
不
明
者
が
一
向
に
減

ら
な
い
中
、
残
さ
れ
た
家
族

の
対
応
も
、
諦
め
て
喪
に
服

す
か
、
生
存
を
信
じ
て
捜
索

を
続
け
る
か
に
分
か
れ
て
い

る
。

　

検
察
局
内
の
機
関
、
行
方

不
明
者
捜
索
・
発
見
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
）
の
調
査

に
よ
る
と
、
行
方
不
明
の
原

因
は
、
１
位
が
家
庭
内
の
不

和
や
衝
突
（
３
５
％
）、
２

位
が
自
分
の
意
思
に
よ
る
も
の

（
１
９
％
）、
３
位
が
精
神

的
病
（
１
２
％
）、
４
位
が

薬
物
使
用
（
８
％
）
で
、
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
の
は
原

因
と
し
て
は
５
番
目
で
、
全

体
の
４
％
だ
っ
た
。

　

Ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
ア
ン
ド
レ
・
モ
レ
イ

ラ
氏
は
、「
行
方
不
明
者
が

出
て
い
る
の
に
届
け
て
い
な
い

家
族
が
と
て
も
多
い
。
我
々

は
デ
ー
タ
不
足
の
中
で
仕
事

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
い
る
」
と
語
っ
た
。

ルーラに９年６カ月の実刑判決
　

今
回
の
判
決
は
、
聖
州
グ

ア
ル
ジ
ャ
ー
の
三
層
住
宅
の

購
入
費
と
改
修
費
、
大
統

領
官
邸
を
引
き
払
う
と
き
に

運
び
出
さ
れ
た
荷
物
の
運
送

費
と
そ
の
保
管
経
費
、
計

３
７
０
万
レ
ア
ル
は
、
建
設

大
手
Ｏ
Ａ
Ｓ
社
か
ら
の
賄
賂

に
当
た
る
と
し
て
告
発
さ
れ

た
件
に
関
す
る
も
の
だ
。

債
務
不
履
行
者
５
９
８
０
万
人
に

増
加
率
鈍
り
、
前
月
比
で
は
減
少

年
で
行
方
不
明
者
３
万
人
超

西
部
と
ボ
ン
ス
セ
ッ
ソ
に
集
中

Ｃ
Ｃ
Ｊ
で
は
見
解
発
表
マ
ラ
ソ
ン

モロ判事
労働法改正案

上
院
本
会
議
で
大
差
の
可
決

（２）２０１７年 第４７９４号 ７月 １３日 （木曜日）

リ オ 市

　

検
察
庁
は
、

ル
ー
ラ
氏
は
大

統
領
在
任
中
に

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
社

の
理
事
や
役
員

の
指
名
権
を
行

使
し
、
建
設
大

手
に
よ
る
カ
ル

テ
ル
に
便
宜
を

図
っ
た
と
指
摘
。

Ｏ
Ａ
Ｓ
が
参
加

す
る
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
（
企
業
体
）

は
こ
の
時
期
、

パ
ラ
ナ
州
の
ジ
ェ

ツ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル

ガ
ス
製
油
所
や

ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州

15

用
者
と
労
働
者

の
契
約
関
係
を

柔
軟
化
さ
せ

る
」
と
の
趣
旨

が
一
貫
し
て
お

り
、
推
進
派
は

「
労
働
者
側
に

選
択
の
幅
が
増

え
た
」
と
い
う
。

だ
が
、
反
対
派

は
「
労
働
者
の

権
利
が
弱
め
ら

れ
た
に
す
ぎ
な

い
」
と
し
て
い

る
。

　

同
法
案
に

は
、
組
合
税
廃
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戦せ
ん

後ご

移い

民み
ん

が
最さ

い

盛せ
い

期き

を
迎む

か

え
た
１
９
５
９
年ね

ん

、
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

受う
け

入い
れ

援え
ん

護ご

の
為た

め

に
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
た
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

。
こ
れ

を
前ぜ

ん

身し
ん

に
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

」
は
創そ

う

立り
つ

し
、
以い

来ら
い

そ
の
時と

き

々ど
き

の
社し

ゃ

会か
い

的て
き

要よ
う

請せ
い

に
応こ

た

え
な
が
ら
、
現げ

ん

在ざ
い

で
は
福ふ

く

祉し

医い

療り
ょ
う

部ぶ

門も
ん

併あ
わ

せ
て
１
２
事じ

業ぎ
ょ
う

所し
ょ

を
有ゆ

う

し
、
安あ

ん

定て
い

し
た
財ざ

い

政せ
い

運う
ん

営え
い

を
行お

こ

な
う
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

最さ
い

大だ
い

の
団だ

ん

体た
い

へ
と
成せ

い

長ち
ょ
うし
た
。
だ
が
、

「
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

」
が
現げ

ん

在ざ
い

の
よ
う
に
中

ち
ゅ
う

核か
く

的て
き

事じ

業ぎ
ょ
うと
し
て
、
援え

ん

協き
ょ
うの
福ふ

く

祉し

活か
つ

動ど
う

全ぜ
ん

般ぱ
ん

を
支さ

さ

え
る
ま
で
に
成せ

い

長ち
ょ
うす
る
よ
う
に

な
る
ま
で
に
は
、私し

財ざ
い

を
投と

う

じ
て
国こ

く

際さ
い

福ふ
く

祉し

事じ

業ぎ
ょ
うに
身み

を
捧さ

さ

げ
た
故こ

・神じ
ん

内な
い

良り
ょ
う

一い
ち

氏し

の
隠か

く

れ
た
、そ
し
て
大お

お

き
な
功こ

う

績せ
き

が
あ
っ
た
。

神
じん

内
ない

良
りょう

一
いち

さん死
し

去
きょ

し
た
折お

り

、
実じ

つ

は
伯は

っ

国こ
く

行ゆ

き
を
思お

も

い
つ
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
同ど

う

書し
ょ

に
は
明あ

か
さ
れ
て
い
る
。「
若わ

か

き

日ひ

の
ブ
ラ
ジ
ル
への
想お

も

い
と
消き

え

ぬ
記き

憶お
く

は
強つ

よ

く
心こ

こ
ろ

に
あ
り
、
地ち

球き
ゅ
うの
裏う

ら

側が
わ

で
寂さ

び

し
く
老お

い
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の
存そ

ん

在ざ
い

を
伝つ

た

え
る
新し

ん

聞ぶ
ん

記き

事じ

に
激は

げ

し
く
胸む

ね

を
突つ

か
れ

た
」
と
著ち

ょ

書し
ょ

の
な
か
で
開か

い

陳ち
ん

し

て
い
る
。

　
「
運う

ん

命め
い

が
少す

こ

し
違ち

が

っ
て
い
れ

ば
、
伯は

っ

国こ
く

へ
渡わ

た

っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
異い

国こ
く

に
生し

ょ
う

涯が
い

を
捧さ

さ

げ
た
同ど

う

胞ほ
う

を
少す

こ

し
で
も
慰な

ぐ
さ

め
た

い
―
」。
そ
ん
な
気き

持も

ち
に
突つ

き
動う

ご

か
さ
れ
て
い
た
折お

り

、
移い

民み
ん

８
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

で
竹た

け

中な
か

正た
だ
し

援え
ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
う（
当と

う

時じ

）
が
来ら

い

日に
ち

し
て
い
る

　

先せ
ん

月げ
つ

２
７
日に

ち

に
う
っ
血け

つ

性せ
い

心し
ん

不ふ

全ぜ
ん

の
た
め
９
０
歳さ

い

で
亡な

く

な
っ
た
神じ

ん

内な
い

氏し

の
訃ふ

報ほ
う

を
受う

け
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
、
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
う

、
井い

の

上う
え

健け
ん

治じ

第だ
い

一い
ち

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

、
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
う

、
山や

ま

下し
た

忠た
だ

男お

前ぜ
ん

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

、
尾お

西に
し

貞さ
だ

夫お

前ぜ
ん

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

が
出し

ゅ
っ

席せ
き

の
下も

と

、
援え

ん

協き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

会か
い

議ぎ

室し
つ

に
て
７
日か

、
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

を
行お

こ

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
多た

大だ
い

な
支し

援え
ん

と
貢こ

う

献け
ん

に
対た

い

す
る
謝し

ゃ

意い

を
滲に

じ

ま
せ
、
神じ

ん

内な
い

氏し

の
遺い

徳と
く

を
偲し

の

ん
だ
。

　

８
９
年ね

ん

に
旧き

ゅ
う

プ
ロ
ミ
ス
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

の
会か

い

長ち
ょ
う

職し
ょ
く

を
退し

り
ぞ

き
、
か
ね

て
か
ら
関か

ん

心し
ん

を
寄よ

せ
て
い
た
国こ

く

際さ
い

福ふ
く

祉し

事じ

業ぎ
ょ
う

を
終し

ゅ
う

生せ
い

の
仕し

事ご
と

と
し
て
身み

を
捧さ

さ

げ
た
神じ

ん

内な
い

氏し

。

著ち
ょ

書し
ょ

『
私わ

た
し

の
国こ

く

際さ
い

福ふ
く

祉し

の
原げ

ん

点て
ん

―
行お

こ
な

い
想お

も

い
を
越こ

し

ゆ
る
こ
と
な

し
―
』（
２
０
１
７
年ね

ん

、
公こ

う

益え
き

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

日に

本ほ
ん

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

財ざ
い

団だ
ん

）
に
よ
れ
ば
、
伯は

っ

国こ
く

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

への
支し

援え
ん

の
き
っ
か
け
は
、
８
７

年ね
ん

に
ふ
と
目め

に
し
た
「
故こ

国こ
く

へ

里さ
と

帰が
え

り
し
た　

訴う
っ
た

え
る
ブ
ラ
ジ

ル
移い

民み
ん

」
と
い
う
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の

記き

事じ

だ
っ
た
。

　

５
０
年ね

ん

に
農の

う

林り
ん

省し
ょ
う

を
退た

い

職し
ょ
く

若わ
か

き
日ひ

に
伯は

っ

国こ
く

移い

住じ
ゅ
う

の
夢ゆ

め

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

増ぞ
う

築ち
く

に
多た

額が
く

寄き

付ふ

神じ
ん

内な
い

福ふ
く

祉し

基き

金き
ん

の
お
か
げ
で

こ
と
を
知し

り
、
そ
の
縁え

ん

か
ら
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

の
視し

察さ
つ

を
兼か

ね
て

初は
じ

め
て
渡と

伯は
く

し
た
の
が
８
８
年ね

ん

の
１
２
月が

つ

だ
っ
た
。

　

当と
う

時じ

、
産う

ぶ

声ご
え

を
上あ

げ
て
間ま

も

な
い
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

は
、
病び

ょ
う

床し
ょ
う

数す
う

は
予よ

定て
い

の
半は

ん

分ぶ
ん

の
６
０
床し

ょ
う

。
４
階か

い

の

産さ
ん

婦ふ

人じ
ん

科か

、
５
階か

い

の
小し

ょ
う

児に

科か

は

未み

完か
ん

成せ
い

の
ま
ま
で
、
医い

療り
ょ
う

機き

器き

も
明あ

き

ら
か
に
不ふ

足そ
く

し
て
い
た
。

　

足あ
し

を
運は

こ

ん
だ
サ
ン
ト
ス
厚こ

う

生せ
い

ホ
ー
ム
で
は
、
苦く

難な
ん

の
人じ

ん

生せ
い

を

　

山や
ま

下し
た

前ぜ
ん

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

は
、「
病び

ょ
う

院い
ん

の
創そ

う

立り
つ

初し
ょ

期き

に
は
患か

ん

者じ
ゃ

が
来こ

ず
、
職し

ょ
く

員い
ん

が
時じ

間か
ん

を
も
て
あ

ま
し
て
、
外そ

と

を
走は

し

っ
て
い
る
車く

る
ま

を
眺な

が

め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
」

と
思お

も

い
出だ

す
。
だ
が
、
神じ

ん

内な
い

氏し

の
支し

援え
ん

を
受う

け
て
新あ

ら

た
な
医い

療り
ょ
う

機き

器き

が
整せ

い

備び

さ
れ
て
か
ら
は
、

た
ち
ど
こ
ろ
に
満ま

ん

床し
ょ
う

で
長ち

ょ
う

期き

待た
い

機き

を
強し

い
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
持も

ち
上あ

が
っ
た
の
が
、

追
つい

悼
とう
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サ
ン
パ
ウ
ロ
日
伯
援
護
協
会

公　　益
財団法人

南な
ん

米べ
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

を
隠か

く

れ
て
支し

援え
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

に
寄よ

り
添そ

っ
た
人に

ん

情じ
ょ
う

家か

サンパウロ日
にっ

伯
ぱく

援
えん

護
ご

協
きょう

会
かい

に対
たい

する資
し

金
きん

援
えん

助
じょ

1990 年
ねん

２月
がつ 日

にっ

伯
ぱく

友
ゆう

好
こう

病
びょう

院
いん

４、５階
かい

病
びょう

棟
とう

整
せい

備
び

と医
い

療
りょう

機
き

器
き

援
えん

助
じょ

1990 年
ねん

６月
がつ サントス厚

こう

生
せい

ホーム新
しん

築
ちく

並
なら

びに什
じゅう

器
き

備
び

品
ひん

購
こう

入
にゅう

資
し

金
きん

援
えん

助
じょ

1991 年
ねん

２月
がつ

援
えん

協
きょう

神
じん

内
ない

医
い

療
りょう

福
ふく

祉
し

基
き

金
きん

設
せつ

立
りつ

1992 年
ねん

４月
がつ

カンポス・サナトリオ新
しん

病
びょう

棟
とう

建
けん

設
せつ

費
ひ

援
えん

助
じょ

1994 年
ねん

６月
がつ 日

にっ

伯
ぱく

友
ゆう

好
こう

病
びょう

院
いん

「パビリオンＲ . ＪＩＮＮ
ＡＩ」建

けん

設
せつ

資
し

金
きん

全
ぜん

額
がく

援
えん

助
じょ

2002 年
ねん

５月
がつ 日

にっ

伯
ぱく

友
ゆう

好
こう

病
びょう

院
いん

「神
じん

内
ない

総
そう

合
ごう

医
い

療
りょう

検
けん

査
さ

セン
ター」建

けん

設
せつ

費
ひ

援
えん

助
じょ

2008 年
ねん

５月
がつ

援
えん

協
きょう

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

センター建
けん

設
せつ

資
し

金
きん

援
えん

助
じょ

2013 年
ねん

11月
がつ 援

えん

協
きょう

傘
さん

下
か

の４つの高
こう

齢
れい

者
しゃ

施
し

設
せつ

の拡
かく

張
ちょう

・
改
かい

修
しゅう

工
こう

事
じ

費
ひ

援
えん

助
じょ

送お
く

っ
て
き
た
先せ

ん

駆く

移い

民み
ん

が
精せ

い

神し
ん

異い

常じ
ょ
う

を
来き

た
し
て
亡な

く
な
っ
て
い
く
惨さ

ん

状じ
ょ
う

を
聞き

き
、
老ろ

う

朽き
ゅ
う

化か

、
手て

狭ぜ
ま

で
満ま

ん

杯ぱ
い

の
現げ

ん

状じ
ょ
う

を
目ま

の
当あ

た
り
に
支し

援え
ん

の
必ひ

つ

要よ
う

性せ
い

を
痛つ

う

感か
ん

し
た

と
い
う
。

　

菊き
く

地ち

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
う

に
よ
れ
ば
、
初は

つ

来ら
い

伯は
く

時じ

に
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

で
上う

え

塚つ
か

周し
ゅ
う

平へ
い

翁お
う

の
短た

ん

歌か

「
夕ゆ

う

ざ
れ
や
木こ

陰か
げ

に
泣な

い
て
コ
ー
ヒ
ー
も
ぎ
」
に

強つ
よ

く
胸む

ね

を
打う

た
れ
、「
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

が
こ
の
国く

に

で
生い

き
て
き
て
よ
か
っ

た
と
思お

も

え
る
よ
う
に
し
て
あ
げ

た
い
」
と
意い

志し

を
固か

た

め
た
と
証し

ょ
う

言げ
ん

す
る
。
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

施し

設せ
つ

で
は
、

「
入に

ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

と
『
夕ゆ

う

焼や

け
小こ

焼や

け
』

を
合が

っ

唱し
ょ
う

し
て
、
涙な

み
だ

を
ぼ
ろ
ぼ
ろ

こ
ぼ
し
て
い
た
」
と
も
。
故こ

人じ
ん

の
人ひ

と

柄が
ら

が
偲し

の

ば
れ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
だ
。

　

帰き

国こ
く

後ご

の
９
０
年ね

ん

に
は
、
ハ

イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
に
巻ま

き
込こ

ま

れ
追つ

い

加か

資し

金き
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

と
な
っ

た
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

と
サ
ン
ト

ス
厚こ

う

生せ
い

ホ
ー
ム
の
整せ

い

備び

の
た

め
、
各お

の

々お
の

７
５
５
０
万ま

ん

円え
ん

、

３
５
０
０
万ま

ん

円え
ん

の
援え

ん

助じ
ょ

を
決け

っ

定て
い

し
た
。
こ
れ
を
機き

に
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

への

支し

援え
ん

が
始は

じ

ま
り
、
現げ

ん

在ざ
い

ま
で
の

援え
ん

助じ
ょ

総そ
う

額が
く

は
な
ん
と
約や

く

１
１
億お

く

円え
ん

に
も
上の

ぼ

る
と
い
う
。

　

文も
ん

句く

な
し
に
個こ

人じ
ん

と
し
て
は

過か

去こ

最さ
い

高こ
う

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

支し

援え
ん

者し
ゃ

だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
だ
け
み
て
も

援え
ん

協き
ょ
う

以い

外が
い

に
も
支し

援え
ん

し
て
お

り
、
さ
ら
に
南な

ん

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

に
も
多た

額が
く

の
寄き

付ふ

を
し
て

き
た
。
南な

ん

米べ
い

に
お
い
て
は
間ま

違ち
が

い
な
く
「
大だ

い

恩お
ん

人じ
ん

」
と
い
え
る

人じ
ん

物ぶ
つ

だ
。

２
４
０
床し

ょ
う

ま
で
拡か

く

大だ
い

す
る
新し

ん

病び
ょ
う

棟と
う

建け
ん

設せ
つ

計け
い

画か
く

だ
っ
た
。
建け

ん

設せ
つ

案あ
ん

説せ
つ

明め
い

と
支し

援え
ん

を
要よ

う

請せ
い

す
る

た
め
、
９
３
年ね

ん

に
当と

う

時じ

の
原は

ら

沢さ
わ

和か
ず

夫お

会か
い

長ち
ょ
う

、
和わ

井い

武た
け

一い
ち

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

ら
が
訪ほ

う

日に
ち

し
た
時と

き

、
神じ

ん

内な
い

氏し

は

す
ぐ
さ
ま
４
億お

く

５
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

を

快こ
こ
ろ
よく
寄き

付ふ

し
た
と
い
う
。

　

そ
の
後ご

、
０
２
年ね

ん

に
は
一い

ち

億お
く

円え
ん

の
援え

ん

助じ
ょ

を
受う

け
、
神じ

ん

内な
い

総そ
う

合ご
う

医い

療り
ょ
う

検け
ん

査さ

セ
ン
タ
ー
が
建け

ん

設せ
つ

さ
れ
た
。「
２
４
０
床し

ょ
う

に
な
り

運う
ん

営え
い

が
楽ら

く

に
な
っ
た
。
今こ

ん
に
ち日
の

経け
い

営え
い

基き

盤ば
ん

が
整と

と
のっ
た
」
と
い
い
、

０
９
年ね

ん

に
は
援え

ん

協き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

の
新あ

ら

た

な
活か

つ

動ど
う

拠き
ょ

点て
ん

と
な
る
援え

ん

協き
ょ
う

福ふ
く

祉し

セ
ン
タ
ー
（
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ

区く

フ
ァ
グ
ン
デ
ス
街が

い

）
が
完か

ん

成せ
い

し
た
。

　

同ど
う

セ
ン
タ
ー
の
建け

ん

設せ
つ

に
は
、

神じ
ん

内な
い

援え
ん

協き
ょ
う

福ふ
く

祉し

基き

金き
ん

の
資し

金き
ん

を

使し

用よ
う

。
急き

ゅ
う

迫は
く

老ろ
う

境き
ょ
う

の
移い

民み
ん

救き
ゅ
う

済さ
い

に
尽じ

ん

力り
ょ
く

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目も

く

的て
き

と
し
て
設せ

つ

立り
つ

し
た
も

の
で
あ
っ
た
た
め
、
神じ

ん

内な
い

氏し

か
ら

は
反は

ん

対た
い

を
受う

け
た
と
い
う
。

　

だ
が
、
援え

ん

協き
ょ
う

は
投と

う

じ
た
資し

金き
ん

を
基き

金き
ん

に
返へ

ん

済さ
い

し
、「
き
ち

ん
と
約や

く

束そ
く

を
果は

た
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
以い

降こ
う

も
協き

ょ
う

力り
ょ
く

が
継け

い

続ぞ
く

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
き
ち
ん

と
資し

金き
ん

を
運う

ん

用よ
う

し
報ほ

う

告こ
く

す
る

こ
と
で
、
信し

ん

頼ら
い

を
得え

ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
菊き

く

地ち

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
う

は
語か

た

る
。

　

１
３
年ね

ん

に
は
〃
最さ

い

後ご

の
支し

援え
ん

〃
を
受う

け
、
援え

ん

協き
ょ
う

傘さ
ん

下か

の

1988 年
ねん

設
せつ

立
りつ

時
じ

の日
にっぱくゆうこうびょういん

伯友好病院

友
ゆうこうびょういん

好病院を訪
たず

ねる神
じん

内
ない

さんを歓
かん

迎
げい

する故
こ

野
のむらじょうご

村丈吾連
れん

邦
ぽう

議
ぎ

員
いん

、田
た

中
なか

克
かつ

之
ゆき

在
ざい

サンパウロ総
そうりょうじ

領事、橘
たちばなふじお

富士雄南
なん

米
べい

銀
ぎん

行
こう

名
めいよかいちょう

誉会長、和
わい

井援
えんきょうかいちょう

協会長ら

４
つ
の
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

福ふ
く

祉し

施し

設せ
つ

に
お

け
る
拡か

く

張ち
ょ
う

や
改か

い

修し
ゅ
う

工こ
う

事じ

な
ど
を

「
神じ

ん

内な
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
進す

す

め
、
今こ

年と
し

３
月が

つ

を
以も

っ
て

完か
ん

了り
ょ
う

し
た
。

　

菊き
く

地ち

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
う

は
、「
間ま

違ち
が

い

の
な
い
基き

盤ば
ん

を
築き

ず

い
た
こ
と

に
対た

い

し
て
、
喜よ

ろ
こ

ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
様よ

う

子す

で
、
報ほ

う

告こ
く

の
た

め
に
日に

本ほ
ん

に
行い

っ
た
際さ

い

は
、

非ひ

常じ
ょ
う

に
よ
く
や
っ
て
い
る
と

お
褒ほ

め
の
言こ

と

葉ば

も
頂い

た
だ

い
た
」

と
明あ

か
す
。

　
「
神じ

ん

内な
い

さ
ん
の
足そ

く

跡せ
き

を
し
っ
か

り
と
引ひ

き

継つ

ぎ
、
信し

ん

頼ら
い

さ
れ
る
団だ

ん

体た
い

と
し
て
や
って
い
く
。
そ
れ
こ

そ
が
一い

ち

番ば
ん

の
恩お

ん

返が
え

し
に
な
る
」
と

続つ
づ

け
、
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
う

も
「
一い

ち

度ど

も
お
会あ

い
で
き
な
か
っ
た
が
、
神じ

ん

内な
い

さ
ん
の
お
話は

な
し

を
聞き

く
た
び
に

感か
ん

激げ
き

し
て
い
た
。
創そ

う

立り
つ

の
精せ

い

神し
ん

を
守ま

も

り
、
も
っ
と
良よ

く
な
る
よ

う
に
努ど

力り
ょ
く

し
て
い
き
た
い
」
と

今こ
ん

後ご

に
意い

気き

込ご

み
を
見み

せ
た
。

神
じんないし

内氏の支
し

援
えん

のおかげで拡
かくちょう

張した「神
じんないびょうとう

内病棟」の威
い

容
よう

記
きねんしょくじゅ

念植樹をする神
じんないし

内氏

神
じんないし

内氏の貢
こう

献
けん

を感
かん

謝
しゃ

するプレートの除
じょ

幕
まく

式
しき

（左
ひだり

から２人
り

目
め

が神
じん

内
ない

氏
し

）

神
じん

内
ない

良
りょう

一
いち

さん

サンパウロ日
にっ

伯
ぱく

援
えん

護
ご

協
きょう

会
かい

の恩
おん

人
じん

1926 年
ねん

８月
がつ

15日
にち

、香
か

川
がわ

県
けん

生
う

まれ。終
しゅう

戦
せん

後
ご

、農
のう

林
りん

省
しょう

に入
にゅうしょう

省するも、50年
ねん

に退
たい

職
しょく

。その後
ご

、戦
せん

争
そう

孤
こ

児
じ

救
きゅう

済
さい

を目
もく

的
てき

とした児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

「聖
せい

ヨハネ学
がく

園
えん

」で勤
きん

務
む

。その経
けい

験
けん

から児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

には金
かね

が必
ひつ

要
よう

として、62年
ねん

に前
ぜん

身
しん

となる関
かん

西
さい

金
きん

融
ゆう

会
がい

社
しゃ

を設
せつ

立
りつ

した。
　80年

ねん

に「プロミス株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

」に社
しゃ

名
めい

変
へん

更
こう

し、業
ぎょう

界
かい

大
おお

手
て

の企
き

業
ぎょう

へと成
せい

長
ちょう

させた。同
どう

社
しゃ

創
そう

立
りつ

25周
しゅう

年
ねん

の２年
ねん

後
ご

、
89年

ねん

には旧
きゅう

プロミスの会
かい

長
ちょう

職
しょく

を辞
じ

任
にん

し、かねてから
関
かん

心
しん

を寄
よ

せていた福
ふく

祉
し

事
じ

業
ぎょう

に転
てん

向
こう

した。
　中

ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

婦
ふ

人
じん

や孤
こ

児
じ

等
など

の支
し

援
えん

や南
なん

米
べい

日
にっ

系
けい

社
しゃ

会
かい

の
高
こう

齢
れい

移
い

住
じゅう

者
しゃ

支
し

援
えん

を目
もく

的
てき

として、89年
ねん

には神
じん

内
ない

良
りょう

一
いち

国
こく

際
さい

福
ふく

祉
し

事
じ

業
ぎょう

所
じょ

を開
かい

設
せつ

。97年
ねん

には、財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

「日
に

本
ほん

国
こくさいきょうりょくざいだん

際協力財団」を設
せつ

立
りつ

した。
　以

い

来
らい

、援
えん

協
きょう

のみならず、アマゾニア日
にっ

伯
ぱく

援
えん

護
ご

協
きょう

会
かい

の病
びょう

棟
とう

拡
かく

張
ちょう

などを支
し

援
えん

し、伯
はっ

国
こく

のみならず、パラグ
アイ、ペルー、コロンビア等

など

の南
なん

米
べい

諸
しょ

国
こく

においても、
高
こう

齢
れい

となった日
に

本
ほん

人
じん

移
い

住
じゅう

者
しゃ

のための医
い

療
りょう

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

の
建
けん

設
せつ

などを幅
はば

広
ひろ

く支
し

援
えん

してきた。

プロミス創
そう

立
りつ

者
しゃ

、半
はん

生
せい

を捧
ささ

げた福
ふく

祉
し

事
じ

業
ぎょう

個人で最高、援助総額11億円個
こ

人
じん

で最
さい

高
こう

、援
えん

助
じょ

総
そう

額
がく

11億
おく

円
えん

（８）２０１７年 第４７９４号 ７月 １３日 （木曜日）
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